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Hま じ め に
飼料自給率を高めるためにイネの飼料化に関する

研究が行われ、肥育牛への給与も増えつつある。黒

毛和種の肥育では脂肪交雑を高めるために肥育中期

にビタミンAの給与量を制限する飼養が一般的に行

われているが、予乾しない稲ホールクロップサイレ

ージ (イ ネ WCS)はイナワラに比べてβカロテン

を多く含むため、給与時期や給与量と血中ビタミ
ン

A濃度や肉質との関係解明が求められている。篠田

ら。は肥育後期の 10ケ 月間にイネWCSを多給した

場合、血中ビタミンA濃度はイナワラ給与よりも高

い濃度で推移するが、肉質には大きな差がな
いこと

を明らかにした。しかし、脂肪交雑に最も影響を及

ぼす肥育中期にイネ WCSを 多給した場合の血中ビ

タミンA濃度の推移や肉質への影響は明らかにされ

ていない。本実験は肥育中期の WCSの多給の有無

が血中ビタミンA濃度、増体および肉質に及ぼす影

響を明らかにする事を目的に行つた。

2賦 験 方 法
12± 13ケ 月齢の黒毛和種去勢牛 6頭を平均体重

がほぼ等しくなる様、 3頭づつ 2群に分け、一方に

は全肥育期間を通 じてイネ WCSを 飽食給与し

(wCS区 )、 他方は肥育前期 (12～ 15月 齢)と後

期 (21～ 28月齢)はイネ WCSを飽食給与するが、

中期 (16～ 20月 齢)はイネ WCSに替えて、イナワ

ラ2 0 kgお よび、もみ 2 0 kgを給与した(対照区
)。

wcS区 にはビタミンAを含まない濃厚飼料を前期

6 5kg、 中・後期 7 0kgを 対照区には前期 6 5kg、
中

期 4 5kgおよび後期 70■gを給与し、両区とも
23

ヶ月齢以降は 50001Uの ビタミンAを毎日経口投与

した。イネWCSは奥羽飼 380号、羽系 604号、羽

系 6685号および「はえぬき」を責熟期にコン
バイ

ン型専用収穫機およびラッパーで収穫
・調製した。

飼料摂取量は一日一回測定し、体重は
2週間毎に測

定した。血漿レチノール濃度は毎月
1回測定した。

供試動物は実験終了後にと殺解体し、日本食
肉格付

協会の格付検査員による技肉格付を受けた。

3試験結果および考察
(1)wcS採食量および増体量

平均 WCS採食量は 15ケ 月齢で約 6kgであり、

試験終了時には 7 2kgに達した。体重は肥育期間中

の各時点において WCS区と対照区の間に差は認め

られず、また、日増体量はそれぞれ 0 68kgと 0 69kg

であり差は認められなかった (表 1)。

(2)血漿レチノール濃度

血漿レチノール濃度は両区とも試験開始時から減

少し、16ケ 月齢には 1401U/dl以下に低下した。対

照区の血漿レチノール濃度はイネ WCS給与中止後

に WCS区に比べて、顕著に低下し、20お よび 21

ヶ月齢の濃度は WCS区に比べて有意に低い値であ

った。ビタミンAの経口投与を開始した 23ケ 月齢

以降には両区とも 2001U/dl以上で推移した(図
1)。

(→ 枝肉の格付
wcS区の枝肉格付けは A3が 1頭および A2が 2

頭であつたの対して、対照区のそれは A3が 2頭お

よび A2が 1頭であり、これを種雄牛別に見た場合、

両区の格付けに差は認められず、また、各評価項目

においても有意な差は認められなかつた。

レチノールおよびその活性型であるレチノイ
ン酸

はウシの前脂肪細胞から脂肪細胞
への分化を阻害し,

ビタミンAの制御は脂肪細胞抑制を解除すると考え

られている。肥育時の黒毛和種去勢牛の血中レ
チノ

ール濃度は 9～ 15ケ 月齢は 100～ 1201U/dlに、16

～19ヶ 月齢は 50～ 401U′dlに 20～ 27ケ 月齢
は 50

1u′dlに維持することが推奨されている
2)。 本実験

のイネWCS中のβカロテン含量は 5mg/kgと 比較的

低い値であつたが、肥育前期の多給
によリビタミン

Aが肝臓に充分に蓄えられ、血中濃度も非常に高く

なり、その結果、肥育中期にイネ WCS給与を中止

した対照区でも比較的高い血中濃度が維持
されたた

め、脂肪交雑が低くなりWCS区との差が生じなか

った事が推察された。本試験の WCS区、あるいは

対照区の BMSを 、肥育後期のみにイネ WCSを 多

給した篠田ら 1)の実験結果と比較する
と、篠田ら '
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のイネ WCSを給与しなかった対照牛の BMSは本
試験のそれよりも高い。しかし、1旨肪交雑に最も影

響する肥育中期の血漿レチノール濃度を比較した場

合、篠田ら 1)の対照牛のそれは本実験の WCS区よ
りも高いレベルで推移している。このことから、篠

田ら 1)の対照牛と本実験のイネ WCS給 与牛との
BMSの差は肥育中期の血漿レチノール濃度のみに
起因しているとは考え難い。黒毛和種の血中ビタミ

ンAの適正制御区域は種雄牛による違いがある事が

示唆されている か。本実験の供試牛と篠田らの供試

牛は種雄牛が異なるため、BMsの差は種雄牛の違
いが大きく影響しているものと推察された。

3ま と め
肥育全期間を通じてイネ WCSを多給した黒毛和

種去勢牛の増体および肉質は、肥育前期と後期にイ

ネ WCSを多給し中期の給与を中止したそれと差が
ないことが明らかにされた。
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表 1肥育前後の体重と日増体量
_      開始時体重(kg)終了時体重〈kg) DG(kg/日 )
WCS区 2993=L461 6190=Ll1 3 008± 012

対照区   3160± 523 03804435 06940o5

表 2枝肉格付
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図 1 血漿 レチノール濃度の推移
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